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　３月 28 日（木）開催の第 129 回通常議員総会に
おいて令和 6年度事業計画並びに収支予算が承認さ
れました。令和 6年度事業計画基本方針・行動指針・
各会計収支予算は下記のとおりとなっております。

■令和６年度鹿屋商工会議所事業計画
　足元の日本経済は、新型コロナウイルスが５類へ移
行し景気は回復基調にあり国民生活もコロナ禍以前の
日常を取り戻しつつありますが、まだまだ業況の回復
していない中小企業・小規模事業者が多く存在して
いるのが実情です。加えて、インボイス制度導入に続
き電子帳簿保存法への対応、物流・建設業界の2024
年問題、人手不足と人材確保のための賃上げ、取引
価格の適正化など様々な課題が待ち受けており、極め
て厳しい経営環境が続いております。
　このような中、当所では社会・経済活動に甚大な影
響を及ぼしたコロナ禍における経営支援の柱を「会
員企業の事業継続と雇用維持」として注力して参りま
したが、地域経済の持続的な成長発展には≪中小企
業の活力強化≫と≪地域の活性化≫が欠かせません。
政府には、当面の資金繰りや人手不足対策に加え、安
定・安価なエネルギー供給の確保、社会保障制度改
革等による将来不安を払拭した個人消費の喚起、人と
企業が輝く地方創生の推進や国土強靭化の加速化な
ど、ビジネス環境整備を強力に後押ししていただきた
いと考えます。
　本年度は、会員事業所総訪問による現場の声に基
づく伴走型の会員サービスの提供と共に、特に新型コ
ロナウイルスの影響を受けた企業の抱える課題解消
を図り、又、業態転換・事業再編やデジタル実装によ
る生産性向上への果敢な挑戦に対しては、中小企業
庁の経営力再構築伴走支援を踏まえた支援体制の強
化と支援力の向上を図り、企業のライフステージ［創
業・成長・発展・承継］に応じた経営課題の解決に
向けて、企業に寄り添ったきめ細かな経営支援を行い、
会員企業の経営力の向上と体質強化による持続的発
展に努めて参ります。
　更に、ビジネスマッチングの場の提供や農商工連
携・6次産業化による新たなビジネスモデルの構築を
図り、地場産品の需要開拓と販路拡大及び海外事業
展開等のための情報の収集と提供に努めて参ります。
　又、東九州自動車道等の社会基盤整備や観光振興

はじめ地域経済活性化への環境づくりや地元企業へ
の受注機会の確保など『地域社会に貢献する総合経
済団体』として会員企業並びにふるさと鹿屋のために、
関係機関と連携して官民一体となり種々提言 ･要望活
動にも積極的に取り組んで参ります。
　尚、本年度も会員増強運動に取り組み組織率の向
上と収益事業の拡充による組織・財政・運営基盤の
確立と強化を図り、継続性のある商工会議所運営に努
めて参ります。
　中小企業と地域の挑戦を後押しする全国 515商工
会議所では、対話を重視した「現場主義」・「双方向
主義」のもと126 万会員企業のネットワーク力を最
大限に活かして、2024年 1月発生の能登半島地震か
らの生活やインフラの早期復旧と共に、被災地の現状
を見極めつつ被災事業者の事業再開はもとより観光
回復など被災地経済の正常化に向けた復興支援及び
2025年 4月開幕の「大阪・関西万博」を成長の起爆
剤として機運醸成に努めることになっております。
　これからも地域と共に『行動し信頼される商工会議
所！』として、会員の皆様から真に頼られる組織であ
り続けるために更なる飛躍をめざして、本年度は以下
の行動指針に基づき諸事業を積極的に展開して参り
ます。

■行動指針
～�現場主義・双方向主義のもと中小企業と

　地域の挑戦を全力でサポート～
『中小企業の活力強化』と『地域の活性化』を両輪と
する、地域経済の持続的な成長・発展に努めます！

１、�会員事業所総訪問による対話を重視した「現場
主義」・「双方向主義」を基本行動とする、経営者
に寄り添った伴走型の会員サービスの提供を通じ
て、管内の中小企業・小規模事業者の自己変革と
経営課題の解決に努めます。

２、�鹿屋・大隅地域の地場産品の需要開拓と販路拡大
に努めると共に、農商工連携・６次産業化の推進
を図り、付加価値の高いブランドの確立と新たな
ビジネスモデルの創出に努めます。

３、�役職員一丸となり、組織・財政基盤の確立と運営
基盤の強化を図り、部会・委員会の積極的開催と
青年部・女性会との連携による円滑な事業運営に
努めます。

４、�地域活性化のための基盤整備や景気・中小企業対
策など各種課題に対して、国・県・市等へ種々提
言・要望を積極的に行うと共に、関係機関と連携
してその実現に努めます。

５、�全国 515商工会議所では、能登半島地震からの
被災事業者の事業再開に向け、復旧・復興のステー
ジに応じて総力を挙げ支援に取り組み、被災地域
の賑わい回復に向けた義援金の募集など復興支援
に努めます。又、大阪・関西万博の開幕（2025年）
に向け、博覧会協会と連携した全国の機運醸成及
び前売入場チケット販売等の支援に努めます。

第 129回通常議員総会

令和６年度事業計画・収支予算を承認令和６年度事業計画・収支予算を承認
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■事業項目
１、提言・要望活動及び広報活動の積極的展開
　⑴�　社会基盤整備促進のため、大隅総合開発期成
会・鹿屋市開発促進協議会・大隅経済地域開発
推進協議会等との連携を強化し、積極的な政策提
言・要望活動を行う

　　①�東九州自動車道の建設促進【志布志 IC ⇔ 日南
東郷 IC〔41km〕】

　　　�未供用区間の事業推進（志布志 IC～奈留 IC・
南郷 IC～日南東郷 IC）

　　②�地域高規格道路の建設促進〔大隅縦貫道・都城
志布志道路〕

　　③国道220号・国道504号の整備促進
　　④錦江湾横断交通ネットワークの推進
　　⑤鹿屋港の整備促進及び港湾機能の拡充
　　⑥大隅横断道の早期実現
　⑵�　部会・委員会・青年部・女性会等の諸活動を
通じた政策提言

　⑶�　地元企業の受注機会の確保
　　①国、県、市の工事・納品の受注機会の確保
　　②防衛省関連工事・納品の受注機会の確保
　⑷�　広報・調査研究
　　①�商工会議所活動の見える化による組織の認知

度・存在感の向上
　　②�魅力ある会報・ホームページ及びＰＲ事業の充

実による情報発信力の強化
　　③メディアを活用した広報周知の実施
　　④ＳＮＳを活用した情報発信事業への取り組み
　　⑤オンライン会議（ZoomやMeet）の活用
　　⑥各種調査結果等の会員及び関係機関への発表
　　⑦報道機関との連携及び懇話会の実施
２、地域産業振興の推進
　⑴�　中小企業経営基盤の強化
　　①�深刻化する人手不足に加えて、直面する原材料

費・エネルギーコストの高騰、円安を背景とす
る物価上昇や労務費の上昇等に窮している、管
内事業者の総合的な経営支援体制の確立・強化

　　②�会員事業所総訪問巡回指導及び窓口・オンライ
ン指導による経営課題解決支援

　　③�経営革新等認定支援機関として、経営発達支
援計画に基づく中小企業・小規模事業者に寄り
添った伴走型支援の推進・強化

　　④�伴走型小規模事業者支援推進事業による持続
的発展に向けた経営支援力の強化

　　⑤�小規模事業者持続化補助金・ものづくり補助金・
IT導入補助金等の各種補助金活用支援

　　⑥�事業再構築補助金等の活用による事業再編・新
分野展開や業種業態転換等への取組み支援

　　⑦�副業・兼業など外部人材を活用した経営課題の整
理・解決策の策定及びデジタル実装の個別支援

　　⑧�需要開拓支援事業による持続的な販路拡大支援
　　⑨�デジタル化・DX（デジタルトランスフォーメー

ション）の推進による省力化・生産性向上支援
　　⑩�インボイス制度（適格請求書等保存方式）・電

子帳簿保存法等の制度内容の普及・理解促進と
周知広報

　　⑪�マル経融資・県制度融資の積極的な推進及び金
融・経営相談会の定期的な実施

　　⑫�ゼロゼロ融資の返済に対応する中小企業の収益力改
善に資するビジネス変革などの伴走型支援の強化

　　⑬�講習会・講演会事業等を通じた産業人材の育成
とリスキリングの推進

　　⑭�働き方改革の推進支援及び雇用に関する各種助
成制度の普及と活用支援

　　⑮健康経営による労務管理と職場環境の改善
　　⑯�移動相談所の開設並びにワンストップ相談会の拡充
　　⑰�事業者の防災・減災対策を図るための事業継続

計画（BCP）の策定支援
　　⑱ �2024年問題に関する物流改善の促進と周知・啓発
　　⑲�地球温暖化対策と産業競争力強化に資するGX

（グリーントランスフォーメーション）の推進
　　⑳�鹿児島県よろず支援拠点や経営革新等支援機関

ネットワーク等と連携した総合的な経営改善支援
　　㉑�鹿児島県事業承継・引継ぎ支援センターや日本

政策金融公庫等と連携した創業・事業承継支援
　　㉒�鹿屋市・かのや市商工会・各金融機関等との連

携による支援体制の強化
　⑵�　創業・経営革新の支援
　　①�創業・経営革新支援窓口による開業計画及び経

営革新計画の作成支援
　　②�産業競争力強化法に基づくかのや創業応援ネッ

トワークによる創業支援の強化
　　③�創業スクールによる起業者育成支援及び経営革

新塾の開催
　　④�Ⅰ・Ｕ・Ｊターン者の地元企業への就業支援及

び起業家支援
　⑶�　産業振興
　　①販路開拓・販売促進支援事業の実施
　　　＊�個別商談会の開催／大都市圏での商談会出展

及びテストマーケティング支援
　　　＊�大阪アンテナショップ「かごしま屋」（県連

運営）への出展及び運営支援・周知広報 等々
　　②�農商工連携･６次産業化による地域資源を活用

した新商品・加工品開発及び新たなビジネスモ
デルの構築とブランド確立の支援

　　③�鹿屋市コワーキング施設によるコミュニティ・
ビジネスマッチングの創出

　　④持続可能な消費需要喚起事業の実施
　　⑤�ふるさと納税制度における返礼品（産品・商品）

の開発とコーディネート
　　⑥大隅加工技術研究センターの利活用
　　⑦�農林水産業団体等との連携による地場産業の支援
　　⑧�貿易関係証明の発給による輸出の促進及び日本

貿易振興機構（JETRO）等と連携した海外ビジ
ネス展開の推進

　⑷�　観光・イベント事業の推進
　　①�かのやばら園を中核としたインバウンドを含め

た誘客促進による交流人口の拡大及び広域連携
による観光地域づくりの推進

　　②�エアメモ・夏祭り・秋祭り・ばら祭り等各種イ
ベントの協賛・支援

　　③�鹿屋 ･大隅地域の観光資源の発掘・商品化及び
ＰＲ強化
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　　④�マリンポートかごしま⇔鹿屋（古江）港間の客
船航路を活用した誘客の推進

　　⑤�九州新幹線からの2次アクセスの対応と域内へ
の誘客の推進

　　⑥�クラウドファンディングを活用した社会課題解
決・地域活性化等の取り組みの推進及び支援に
対する調査研究

　　⑦�鹿屋市観光協会・かのやイベント協議会・おお
すみ観光未来会議・鹿屋港観光利用促進協議
会等との連携強化

　⑸�　商工技術・技能の普及推進
　　①�各種技能検定試験の実施を通じた産業人材の育成
　　②�外部環境に影響されない「ネット試験・団体（出

前）試験」方式の推進
　　③�簿記講座・IT及びDX関連講習会・講演会等の実施
　　④�教育機関への出前授業の推進に伴う普及啓発活

動の実施
　　⑤�日商簿記70周年記念事業【日商簿記甲子園等】

の支援
３、魅力あるまちづくりの推進
　⑴�　中心市街地活性化対策の支援
　　①�リナシティかのや及び周辺商店街のテナント

ミックス・テナントリーシング
　　②空き店舗対策の実施
　　③�鹿屋市・㈱まちづくり鹿屋・街のにぎわいづくり

協議会等との連携強化及びソフト事業への支援

　⑵�　商店街活性化事業の推進
　　①商店街活性化事業の研究及び効果的支援
　　②商店街・通り会との連携による活性化支援
　　③経営革新支援等による個店強化支援の推進
　　④�商店街商業基盤施設の再生等に向けた調査研

究及び支援
４、組織財政基盤並びに組織活動の強化
　①�アフターコロナに対応した伴走型経営支援の強化
と会員サービスの提供

　②�役職員一体となった会員増強運動による組織率の向上
と収益事業拡充による組織・財政・運営基盤の確立

　③部会・委員会活動の活性化
　④『会員の集い』の実施
　⑤�会員共済制度の拡充強化並びに福利厚生制度の充実
　⑥�経営リスクを担保する日商損害保険制度の一層の
普及推進　

　⑦会館の持続可能な維持管理と貸室利用率の向上
　⑧青年部・女性会活動の支援強化
　⑨�事務局の省力化に資するＤＸ推進とデジタル技術
の活用による働き方改革の推進

　⑩役職員の法令遵守とコンプライアンス体制の強化
　⑪職員の資質向上・各種研修制度の充実
　⑫�大隅地域各商工会との連携強化及び広域連携への対応
５、関係機関との連携強化
　①�日本商工会議所・九州商工会議所連合会・鹿児島
県商工会議所連合会及び官公庁その他経済団体
等との連携強化

令和６年度各会計収支予算総括表
自：令和６年４月１日～至：令和７年３月 31日

No 会　　　計　　　名 令和６年度予算額 令和５年度予算額 比較増減
1 一 　 般 　 会 　 計 93,700,000 112,200,000 △ 18,500,000
2 中 小 企 業 振 興 部 特 別 会 計 61,500,000 58,800,000 2,700,000
3 鹿屋市商店街活性化推進事業特別会計 16,500,000 11,700,000 4,800,000
4 テ ナ ン ト ミ ッ ク ス 事 業 特 別 会 計 8,700,000 8,900,000 △ 200,000
5 会 館 管 理 運 営 特 別 会 計 54,600,000 56,700,000 △ 2,100,000
6 共 済 事 業 特 別 会 計 19,800,000 19,100,000 700,000
7 特 定 退 職 金 共 済 制 度 特 別 会 計 100,000,000 90,400,000 9,600,000
8 特定商工業者法定負担金特別会計 900,000 900,000 0
9 鹿屋市内共通商品券発行事業特別会計 920,000 930,000 △ 10,000
10 労 働 保 険 事 務 組 合 事 業 特 別 会 計 60,000,000 59,850,000 150,000
11 かのやプレミアム商品券事業特別会計 0 40,450,000 △ 40,450,000

合　　　　　　　計 416,620,000 459,930,000 △ 43,310,000

ごみ＆リサイクル

お気軽にお電話ください。

お問合せ先

（単位：円）
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【内　容】
　ポストコロナ・ウイズコロナ時代の経済社
会の変化に対応するために、新分野展開や業
態転換、事業・業種転換等の取組、事業再編
又はこれらの取組を通じた規模の拡大等を目
指す、企業・団体等の新たな挑戦、思い切っ
た事業再構築を支援します。

【対象者】
以下の１～３の要件を全て満たす企業・団体等
１、申請前の直近６ヶ月間のうち、任意の

３ヶ月の合計売上高が、コロナ以前の同
３ヶ月の合計売上高と比較して10％以上
減少している中小企業等。

２、事業計画を認定経営革新等支援機関や金
融機関と策定し、一体となって事業再構
築に取り組む中小企業等。

３、補助事業終了後３年～５年で付加価値額
の年率平均３.０％（一部５.０％）以上増
加、又は、従業員一人当たり付加価値額
の年率平均３.０%（一部５.０％）以上増
加の達成。

【補助額】
○中小企業

・通常枠…補助額　100万円～6,000万円
　〔補助率：２／３〕
・卒業枠…補助額　6,000万円超～１億円
　〔補助率：２／３〕

※卒業枠：400社限定。事業計画期間内に、
①組織再編、②新規設備投資、③グロ
ーバル展開のいずれかにより、資本金
又は従業員を増やし、中小企業から中
堅企業へ成長する事業者向けの特別枠

○中堅企業
・通常枠…補助額　100万円～8,000万円
　〔補助率：１／２〕

※4,000万円超は１／３
・グローバルV字回復枠…補助額　8,000

万円超～１億円〔補助率：１／２〕

※グローバルV字回復枠：100社限定。以
下の要件を全て満たす中堅企業向けの
特別枠。
①直前６ヶ月間のうち、任意の３ヶ月

の合計売上高がコロナ以前の同３ヶ
月の合計売上高と比較して、15％以
上減少している中堅企業。

②補助事業終了後３年～５年で付加価
値額又は従業員一人当たり付加価値
額の年率５.０%以上増加を達成する
こと。

③グローバル展開を果たす事業である
こと。

○緊急事態宣言特別枠
　左記１～３の要件に加え、国の緊急事態
宣言に伴う飲食店の時短営業や不要不急の
外出・移動の自粛等により影響を受けたこ
とにより、令和３年１月～令和３年３月の
いずれかの月の売上高が対前年又は前々年
の同月比で30％以上減少していること。

＜補助額＞
従業員数 ５人以下　 ：100万円～　500万円
従業員数 ６人～20人：100万円～1,000万円
従業員数 21人以上　：100万円～1,500万円

＜補助率＞
中小企業：３／４　　中堅企業：２／３

【問合せ先】
　３月中の公募開始に向けて、現在、公募要
領等を作成中のため、詳しい内容等につきま
しては、経済産業省や中小企業庁のホーム
ページにてご確認下さい。
　なお、補助金の申請については経済産業省
が運営するjGrantsによる電子申請のみの受
付予定ですので、申請予定の方は予めGビズ
IDの取得をお願いします。

（通常、取得までに２週間以上必要となります。）
jGrantsホームページ　https://jgrants.go.jp

いつも台所にはマルイの醤油・味噌

第 25 回エアーメモリアル in かのや
海上自衛隊鹿屋航空基地開隊70周年記念
10 年ぶりにブルーインパルス飛来！10年ぶりにブルーインパルス飛来！

　４月 27日（土）、28日（日）の両日にわたって、
海上自衛隊鹿屋航空基地をメイン会場に、『第
25回エアーメモリアル in かのや』が開催され
ました。
　今年は、海上自衛隊鹿屋航空基地開隊 70周
年を記念し、10 年ぶりに航空自衛隊のアクロ
バティック飛行部隊であるブルーインパルスの
飛行展示が実施され、28日（日）の航空ショー
には約４万２千人の来場客が訪れました。
　イベント初日となった 27日（土）は、鹿屋
市文化会館にて海上自衛隊佐世保音楽隊による
演奏会が行われた他、イベント広場では歓迎レ
セプションが開催され、来鹿した自衛隊の皆様を歓迎し、ご当地名物の提供等が行われました。
翌 28日（日）には、鹿屋航空基地にて航空ショーが開催。10年ぶりにブルーインパルスが
飛来するとあって、開門時間である８時には正門に多くの来場者による長蛇の列ができていま
した。当日は晴天に恵まれ、各航空機の飛行展示や、ミニ P-3Cによる地上展示など、来場者は、
普段見ることのできない自衛隊の施設や設備に触れ、イベントを楽しんでいました。

▲編隊を組んで鹿屋の空を舞うブルーインパルス

▲来場者でにぎわう地上展示▲エアメモ実行委員長である新屋会頭、森山衆議院議員、
大西群司令によるテープカット
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　この度の能登半島地震により被害を受けられた皆さまには心よりお見舞い申し上げます。
　日本商工会議所が全国の商工会議所を通じて義援金を募り、当所におきましても、先般「令和 6
年能登半島地震」災害義援金募金へのご協力を役員・議員、会員の皆さまにお願いしてまいりまし
たところ、多くの皆様にご賛同を賜り厚くお礼申し上げます。総額 1,979,720 円（169 件）の義
援金が寄せられ、全額を日本商工会議所に送金させていただきましたことを、ご報告いたします。
　今後、日本商工会議所を通じて、被災地域の商工会議所および商工会議所連合会に寄贈され、地
域経済の復旧・復興に役立てられる予定です。
　皆さまの温かいご支援、ご協力に重ねて感謝申し上げますとともに、被災地の一日も早い復興を
心よりお祈り申し上げます。

　　令和６年５月

義援金ご協力に対するお礼とご報告

認定証

法人名

貴法人は、従業員の健康管理を経営的な
視点で考え、戦略的に実践する「健康経営」
の取組が優良であると認められました
よって、ここに「健康経営優良法人 2024
（中小規模法人部門）」として認定します
経済産業省及び厚生労働省と共に、今後一層
取組を推進されることを期待いたします

（中小規模法人部門）

２０２４年３月 11日

日本健康会議

24

鹿屋商工会議所

127839

　鹿屋商工会議所は、令和 6 年 3 月 11 日、経済産業省・日本健康会議が運営する「健康経営優良法
人 2024（中小企業法人部門）」に認定されました。
　鹿屋商工会議所では、職員が心身ともに健康な状態であること、また、会員企業の従業員が健康に
働くことができる環境をつくることにより、地域経済の活性化に貢献できると考え、健康経営の活動に
取り組んでいます。
※鹿屋商工会議所では、2024 年初の認定となります。

≪健康経営優良法人認定制度とは≫
　地域の健康課題に即した取組や日本健康会議が進める健康増進の取組をもとに、
特に優良な健康経営を実践している大企業や中小企業等の法人を顕彰する制度です。
　健康経営に取り組む優良な法人を「見える化」することで、従業員や求職者、関
係企業や金融機関などから「従業員の健康管理を経営的な視点で考え、戦略的に取
り組んでいる法人」として社会的に評価を受けることができます。
　本制度では、大規模の企業等を対象とした「大規模法人部門」と、中小規模の企
業等を対象とした「中小規模法人部門」の 2 つの部門により、それぞれ「健康経営
優良法人」を認定しています。
●詳細は…（経済産業省 HP）
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/kenkoukeiei_yuryouhouzin.html
からご確認ください。

　今後も、役職員全員が健康に対する意識を高め、自身や家族、職場
全体の更なる健康増進に努めてまいります。

令和６年能登半島地震

「健康経営優良法人 2024（中小規模法人部門）」
に認定されました

鹿屋商工会議所が

鹿屋商工会議所　会頭　新屋 浩一
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令和６年度 鹿屋市中小企業合同入社式を開催

　4月 5日（金）、「令和 6年度鹿屋市中小企業合同入社式」が当
所にて開催されました。
　当日は市内 19事業所 71名の新入社員が参加。式典の冒頭にて
新屋浩一会頭より「皆様ご入社、ご入所おめでとうございます。
皆様のご入社・ご入所をそれぞれの職場の社長や上司・先輩の皆
様方に代わりまして心より歓迎申し上げます。自らが選ばれた職
場に愛着を持ち、全力で職務に精励され、チャレンジ精神を忘れ
ることなく、それぞれの企業の発展に貢献されますよう期待して
います。」との式辞が述べられました。続いて中西茂鹿屋市長（代
理：原口学副市長）が「一人ひとりが活躍することにより、会社
を元気にし、その積み重ねが鹿屋・大隅の明るい未来を切り開く
原動力となります。」と祝辞を述べられました。
　また、鹿屋労働基準監督署の渡邉光広署長・鹿屋公共職業安定
所の清藤朋子所長より激励のことばを頂きました。
　新入社員を代表して三和物産株式会社の大保優人さんが「来賓
の方々から激励の言葉をいただき身の引き締まる思いです。まだ
まだ未熟な私たちではありますが、今日の感動を忘れず、社員の
一員として企業はもとより地域社会に貢献できるよう努力するこ
とを誓います。」と決意表明を述べました。
　式典終了後には、株式会社清友：代表取締役宮之原明子氏によ
る「魅力学～魅力ある人財になるために～」と題したビジネスマ
ナー研修が開催されました。
　社会人としての心構えに加え、挨拶の基本やコミュニケーショ
ン術などを学び、宮之原先生は「この人のためだったら働きたい、
と周りから思ってもらえるように頑張ってください」とエールを
送っていました。

▲祝辞を述べる新屋浩一会頭

▲決意表明する大保優人さん

▲研修講座の様子

№ 事業所名 № 事業所名 № 事業所名
1 ㈱財宝 8 ㈱三共物商 鹿児島営業所 15 ㈲三井・メディックス
2 三和物産㈱ 9 ㈱サクラクレパス鹿児島工場 16 岩越自動車㈱
3 ㈱三和グリーン 10 カイコー㈱ 17 ㈱第一鹿屋青果地方卸売市場
4 ㈱ TAS かのや 11 ㈲マルタ建設 18 鹿屋市役所
5 国基建設㈱ 12 ㈱メディケア 19 鹿屋商工会議所
6 ㈱ジェーエフフーズ 13 ㈱宇都電設
7 デジタルトランス㈱ 14 ㈱アリモト工業

●参加事業所名簿 （受付順）

鹿屋市内の 19 事業所 71 名の新入社員が参加し、盛大に開催される
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　４月１日（月）リナシティかのや１階に交流拠点となるコワーキングスペースがオープンし
ました。オープンに先立って、３月 29 日（金）には、内覧会が行われ約 50 名の関係者が参加。
また、内覧会に先立ち、クローバー会の田上明代表から鹿屋市へ絵本やおもちゃ等の寄贈が行
われました。
　中西茂鹿屋市長は「人々が繋がることにより、情報共有・情報交換を通じて創業や事業拡大
につながることを期待します。商談会やセミナーが開催され、この拠点を通じて都市圏ともつ
ながって欲しい。多くの方に利用してもらいたい」と挨拶しました。

コワーキングスペースがOPEN!

　コワーキングスペースとは、年齢や性別など関係なく、異なる職業や仕事を持った利用者た
ちが同じ空間で机椅子等を共有しながら仕事や作業をする場所のことで、「Co（ともに）」＋
「Working（働く）」という２つの英語からできています。
　鹿屋市では、独立した別々の活動をしている人が一か所に集まり、偶発的に出会い、情報や
知識を共有することで、新たな価値を創出する拠点となることを期待しています。

\リナシティに新たなビジネス拠点が完成/

▲無料で活用できるスペースも充実 ▲原則私語禁止の集中ゾーン（有料）

ゼロゼロ融資の借換や新たな資金需要をサポート︕

県 伴走支援型
借換支援資金

詳しくは，ホームページにてご確認ください。【お問合せ先】 保証部 099-223-027１ 経営支援部 099-223-027４

保証限度額

保証料率

LINE

LINE公式ｱｶｳﾝﾄ友だち募集中
友だち追加はこちらから︕

ＨＰ

h�ps://www.kagoshima-cgc.or.jp
検索鹿児島県信用保証協会

鹿児島県信用保証協会からのご案内（取扱期間は令和６年６月末（申込受付は６月２８日迄）です︕）

１ 億 円（借換えの特例あり）

①セーフティネット保証４号・５号 一律0.1％
②一般保証 0.1％～0.51％
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補助金を活用する前に
　現在、多くの補助金が電子申請になっています。そのため事前に電子申請用の IDやアカウン
ト（Gビズ・Jグランツ等）を取得しておかなければなりません。小規模事業者持続化補助金、
ものづくり補助金等申請をお考えの方は、事前に取得しておきましょう。

要件に合致するのか？
結論から言うと、要件を満たさない事業者は申請できない
　自社が補助対象者に当てはまるのか？実際、申請書を作成し当所へ相談に来た方が、従業員数
等で要件を満たしていなかった。そのため申請できなかったという事例もありました。
　また、申請書の提出締め切り日については意識していたものの、申請に必要な支援機関からの
確認書を取得することを忘れていたり、支援機関への確認書発行の申請に間に合わなかった等の
理由で申請できない事業者の方々もいらっしゃいました。余裕を持った申請準備が必要です。

補助金で何をしたいのか、使い途を明確にしておくことが必要
　補助金を活用して、機械を導入したいのか？展示会に参加したいのか？など明確にしておく必
要があります。補助金を活用して導入・実施したいものが、補助対象経費に該当するのか確認し
ておくことが必要です。
　よくある例としては、「車輛やパソコンを購入したい」との相談を受けるのですが、補助金によっ
ては汎用性の高い車輛やパソコンは、対象にならない場合が多々あります。

　最近、電話で「何か補助金はありませんか？」、「友達に聞いたんですが、補助金があるっ
て？」という問い合わせを受ける機会が多くなりました。
　以前から補助金等はありますが、コロナ禍により事業者支援の目的で様々な制度が新設
されました。このような背景もあり、新型コロナウイルスが 5類へ移行した現在も問い合
わせや申請が増えています。
　ただそれぞれの補助金には、制度を作った目的があり、その目的に沿った申請書を作成
しなければなりません。また申請の要件があり、要件を満たさなければ申請できません。

事業主の皆さんへ
令和6年度補助金を活用したいとお考えの



11

KANOYA CHAMBER

補助金は精算払い・実績報告が終了するまでが肝心
　申請し、採択された場合に、交付決定後（採択後ではない）から事業に着手、事業終了後に実
績報告書を提出、不備がなく支払いが確定して初めて補助金の入金に至ります。着金までの資金
繰りも考えなければなりません。
　多くの方が申請を行い採択されるか否かを重視しがちですが、実績報告・着金までが補助事業
であることを考え申請するよう心がけることが肝心です。
　また、実績報告完了後も、定期的な事業報告の提出を求める場合もあり、提出しない場合、補
助金の返還が求められるケースもあり、注意が必要です。

会議所では作成してもらえないの？
　商工会議所では作成の支援は行いますが、作成代行は行いません。申請者が自身で申請を行
うため、申請可能なレベルに達するための支援やセミナーの開催を行っています。
　補助金取得の目的として、設備投資額をおさえる一方、国は事業者自らが、事業計画や補助事
業計画書の作成を通して、自社の現状分析を行ってもらうことも狙いとしています。

補助金・助成金・給付金ってどう違うの？
補　助　金 助　成　金 給　付　金

主な財源 税　金 雇用保険料など 税　金

募集期間

�・�応募する期間が定められ
ている
⇒期間内のみ応募可能
�・�その年々でスケジュール
が変わる

�・�ほとんどの助成金は、予
算が無くなるまで１年中
応募が可能

�・�期間の設定はあるが比較
的長い

申請書類

・やや多い
※�補助金額が大きいほど申
請書類は多い
�・�ほとんどの補助金で、３
年から５年程度の事業計
画の作成が必要

・比較的少ない
・定型的な書類が多い

・�事業者向けは決算関係書
類と身分証明書
・応募書類は特にない

審査

・採択される必要がある
�・�申請書を審査し採択・不
採択が決まる
�・�予算や申請数で採択率が
変わる

・�必要書類の提出をチェッ
ク
・�要件が満たされれば採択
・�予算が無くなり次第終了

・条件に合えば受給可能

金額 ・比較的高額
・数十万円から数億円程度

・比較的少額
・数万円から数十万円程度

・比較的少額
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今なおコロナの影響を受ける事業者、ポストコロナに対応した
事業再構築をこれから行う事業者を重点的に支援

事業の再構築に挑戦する皆様へ

新市場進出、事業・業種転換、事業再編、国内回帰、地域サプライチェーン維持・強靱
化又はこれらの取組を通じた規模の拡大等、思い切った事業再構築に意欲を有する、
中小企業等の挑戦を支援します︕

対象

基本要件（その他事業類型ごとに補助対象要件あり）

① 事業再構築指針に示す「事業再構築」の定義に該当する事業であること
② 事業計画について金融機関等や認定経営革新等支援機関の確認を受けること
③ 補助事業終了後３～５年で付加価値額の年平均成長率３～５％（事業類型

により異なる）以上増加、又は従業員一人当たり付加価値額の年平均成長率３
～５％（事業類型により異なる）以上増加の達成

申請手続
 公募要領で補助対象者、申請要件、対象経費、スケジュール等を確認
 ビズ を取得※のうえ、電子申請システムにより申請

※本補助金の申請には ビズ （アカウント）の取得が必要です。
取得に一定期間を要しますので、お早めにお手続き下さい。

事業実施、フォローアップ

 交付候補者決定、交付申請・決定を経て事業を実施
【注意】事前着手制度は原則廃止します。交付決定前に事業を開始された場合は、補
助金の交付対象とはなりませんのでご注意ください。
 補助事業実施期間内に設備投資等を行い、実績報告書を提出
【注意】補助事業により取得する資産については、法に基づき財産処分に制限が課されま
すのでご注意ください。
 ３～５年の事業計画に基づき事業を実施し、事業化状況報告を提出

※５年間、毎年事業化状況報告を提出いただき、事業成果を確認します。

Ｇビズ 検索

審査

第 回公募

事前準備から事業終了までの流れ
公募開始～交付候補者決定 交付決定～補助事業実施 補助期間終了後～事前準備

課
題
の
把
握

新
規
事
業
の
検
討

交
付
候
補
者
決
定

交
付
申
請
・
決
定

補
助
事
業
開
始

・
事
業
実
施

補
助
金
の
支
払
い

補
助
金
の
請
求

補
助
額
の
確
定

確
定
検
査

知
的
財
産
等
報
告

事
業
化
状
況
報
告

公
募
要
領
公
開

・
事
業
計
画
審
査

・
申
請
受
付
開
始

公
募
締
切

補助事業実施期間公募申請期間 ３～ 年間
事業計画実施期間

実
績
報
告 （

年
間）
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建物費（建物の建築・改修等）、機械装置・システム構築費、技術導入費（知的財産権導入に要する経費）、外注費（加工、設計等）、
広告宣伝費・販売促進費（広告作成、媒体掲載、展示会出展等）、研修費（教育訓練費等）等
【注】 補助対象企業の従業員の人件費、従業員の旅費、不動産、汎用品の購入費等は補助対象外です。

補助対象経費の例

お問い合わせ
●よくあるご質問

●事業再構築補助金事務局コールセンター コールバック予約システム

解体工事業
➡建築物の解体を行う事業者が、解体作
業時に発生する素材を使用した燃料製造
を新たに開始。

建設業
飲食料品卸売業

➡米、肥料、農業資材等卸売事業者が、
米加工品製造及び販売を新たに開始。

卸売・小売業
半導体製造装置部品製造

➡半導体製造装置の技術を応用した洋上
風力設備の部品製造を新たに開始。

製造業
中小企業等事業再構築促進事業の活用イメージ

事業再構築補助金
事務局HP

［規模拡大］補助事業終了後３～５年で中小・中堅企業等から中堅・大企業等へと規模拡大する事業者の上限上乗せ
［賃上げ］①継続的な賃金引上げ及び②従業員の増加に取り組む事業者の上限上乗せ

事業類型 補助上限額
(※従業員 人の場合 補助率

成長分野進出枠（通常類型）
・ポストコロナに対応した、成長分野への大胆な事業再
構築にこれから取り組む事業者向け
・国内市場縮小等の構造的な課題に直面している業種・
業態の事業者向け

万円（※4,000万円）

（一部廃業を伴う場合 万円上乗せ）
※短期に大規模な賃上げを行う場合

中小 （※2/3）
中堅 （※1/2）
※短期に大規模な
賃上げを行う場合

成長分野進出枠（ 進出類型）
・ポストコロナに対応した、グリーン成長戦略「実行計
画」 分野の課題の解決に資する取組をこれから行う事
業者向け

中小： 万円（※6,000万円）
中堅： 億円（※1.5億円）

※短期に大規模な賃上げを行う場合

中小 （※2/3）
中堅 （※1/2）
※短期に大規模な
賃上げを行う場合

コロナ回復加速化枠（通常類型）
・今なおコロナの影響を受け、コロナで抱えた債務の借
り換えを行っている事業者や事業再生に取り組む事業者
向け

万円 中小
中堅

コロナ回復加速化枠（最低賃金類型）
・コロナ禍が終息した今、最低賃金引上げの影響を大き
く受ける事業者向け

万円
中小 （※2/3）
中堅 （※1/2）
※コロナで抱えた債務の借り
換えを行っていない者の場合

サプライチェーン強靱化枠
・ポストコロナに対応した、国内サプライチェーンの強
靱化に資する取組をこれから行う事業者向け

億円（※5億円）

※建物費を含む場合

中小
中堅

事業類型の概要

更なる支援措置 （サプライチェーン強靱化枠以外が対象）
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　当所では、夏季における電力消費量抑制への対応と地球温暖化防止に取り組むため、
５月１日（水）から 10 月 31 日（木）まで弱冷房（夏季の室温を 27度に設定）にし、
併せて軽装（ノー上着及びノーネクタイ）で勤務をさせていただきます。
　お客様に対しまして、失礼なところもあるかと存じますが、当所の取組みにご理解、
ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　また、当所へご用のお客様も、遠慮なくクールビズでお越しください。

夏季におけるクールビズ（弱冷房及び軽装勤務）の実施についてお知らせ

⃝資金繰りに困窮する企業は少数も、不安を抱えるが金融機関に未相談の企業は約２割存在
⃝エネルギーコスト上昇への危惧が更に高まり約 6割に達する
●調査期間：2023年 8月16日～ 22日
●調査対象：配布先：全国329商工会議所の会員2,491企業
　　　　　　内訳 建設業：414　製造業：613　卸売業：293　小売業：497　サービス業：674

ゼロゼロ融資利用企業の資金繰りの状況（全産業）

※ゼロゼロ融資以外の既往債務含む、
複数回答、上位 位

既往債務の同額での借換により、
返済負担を軽減できた

資金相談は現時点で必要ない

資金繰りに不安はあるが、
現時点では金融機関に相談はしていない

新規・追加融資や借換により、
希望通りの条件で新たな資金を調達できた

既往債務の返済猶予等の条件変更を受けた

審査待ち

融資・条件変更を受けられなかった

年カーボンニュートラルに
対する考え・対応（全産業 過去調査比較）

年 年 年

企業の社会的責任や
自社イメージ向上等の

観点で重要

エネルギーコスト
上昇を危惧している

省エネ・省ＣＯ２に
取組み、コスト削減・
経営改善に繋げたい

エネルギー安定
供給への影響を
危惧している

現時点では
見当がつかない、

分からない

※複数回答、
上位 位

ゼロゼロ融資の利用状況（全産業）

利用している： 利用していない：

商工会議所ＬＯＢＯ（早期景気観測） ― 2024 年 4月調査結果―
業況ＤＩは、一層のコスト増と景気停滞で、悪化
先行きは、消費拡大等による改善への期待高まる

●�全産業合計の業況DIは、▲14.0（前月比▲1.1ポイント）
●�製造業は、輸入部材の高騰や企業の設備投資の足踏み等で
悪化した。建設業も、資材価格の高騰や人手不足による受
注機会の損失でほぼ横ばいにとどまった。また、卸売業は、
飲食・宿泊関連からの引き合いが増加するも、物流費の高
騰などのコスト増で弱含んでいる。小売業・サービス業は、
国内外の観光需要の増加や、歓送迎会などの季節需要の恩
恵を受けて改善を示すも、力強さを欠いている。

●�歴史的な円安基調や深刻な人手不足への対応、働き方改革
関連法の施行に伴う輸送費の上昇や、賃上げ等によるコス
ト増が足かせとなっている。コスト増に見合う労務費を含
む価格転嫁も追い付かず、業況は再び悪化した。

●�先行き見通しDIは、▲12.7（今月比 +1.3 ポイント）
●�人手不足対策や価格転嫁の推進等の継続的な経営課題に
加え、政府の激変緩和措置終了に伴う電気代等の高騰や、
歴史的な円安基調によるコスト増が危惧される。また、中
東情勢の緊迫化による影響を不安視する声も聞かれる。

●�一方、大型連休等で国内外の観光需要のさらなる増加や、
公共工事の本格稼働、企業の設備投資の拡大など、先行き
は改善への期待感が高まっている。

●調査期間：2024年 4月 12日～ 18日　　
●調査対象：全国の 326商工会議所が 2,472 企業にヒアリング
　　　　　　内訳 建設業：405　製造業：612　卸売業：284　小売業：496　サービス業：675

業況 （※DI＝「好転」の回答割合－「悪化」の回答割合）

年 年 年 先行き
見通し

月 月 月 月 月 月 月 ～ 月

全産業 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
建 設 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
製 造 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
卸 売 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
小 売 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲
サービス ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

（年）

5 0 0 0

1 0 0 0 0

1 5 0 0 0

2 0 0 0 0

2 5 0 0 0

3 0 0 0 0

3 5 0 0 0

4 0 0 0 0

4 5 0 0 0

-80
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-40

-20

0

20

40

07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

株価（円）DI
全 産 業 業 況 と 日経 平均 株価

景気の後退局面 全産業業況ＤＩ【左軸】
日経平均株価【右軸】

◆リーマンショック（ 年 月）

東日本大震災
（ 年 月）◆

◆消費税率８％
（ 年 月）

◆消費税率 ％
（ 年 月）

新型コロナウイルスによる
緊急事態宣言（ 年 月）◆

●DI値とは：�業況・売上・採算などの各項目についての判断の状況を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾
向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向きの傾向を表す回答の割合が多いことを示す。

鹿児島県行政書士会会員 寺岡行政書士事務所

行政書士 寺 岡 正 善
鹿鹿屋屋市市田田崎崎町町２２８８１１５５番番地地（（セセブブンンイイレレブブンン斜斜前前））

１．遺産分割・遺言の手続

２. 認知症などの障害をお持ちの高齢者などの成年後見
３．独居高齢者等を支援する任意後見契約（公正証書作成）

４．車庫証明、車の名義変更＋出張封印
５．特定技能許可申請、在留資格申請・更新
６．結婚・別居・離婚のための契約書・合意書・協議書
７．許認可申請（建設業許可、住宅宿泊業（民泊）届出など）

８．法人（NPO含む）設立、定款変更、議事録作成
９．国庫帰属制度、相続登記制度

※ 土日・祭日に相談希望の方は、ご連絡下さい。

各種無料相談承ります。（45-5539）
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いつもいつも
ありがとうございます

鹿屋市中小企業資金利子補給金
対象資金の融資を受けた中小企業者に対し、借入資金の利子の一部を補給します。

１．制度の概要

対象資金
※コロナ関連の融資を除く、下記の制度資金が対象となります。
・鹿児島県中小企業制度資金
・日本政策金融公庫制度資金
・商工貯蓄共済制度資金（積立金の範囲内の資金は除く。）

対 象 者
・市内に主たる事業所を有していること。
・鹿屋商工会議所又はかのや市商工会に加入していること。
・市税を滞納していないこと。

対象経費 ・�支払義務の生じる利息のうち第１回目から第 12 回目までに支払った利息。ただし、償
還遅延による損害金等は含まない。

利子補給額 ・対象経費に２分の１を乗じた額以内
※但し、1,000 円未満の端数がある場合は切り捨て。

限 度 額 ・１事業者当たり 10万円まで（１年度更新）

２．申請の方法　�融資実行日の翌月末までに、事前届出書を鹿屋商工会議所またはかのや市商工会に提出し
てください。

３．必要書類	 ①事前届出書　　②金銭消費貸借契約書の写し　　③償還計画書の写し
	 ④信用保証の写し（県制度資金融資の場合）

【お問い合わせ先】鹿屋市 商工振興課 TEL0994-31-1164 ／鹿屋商工会議所 TEL0994-42-3135

申請申請をを
忘れていませんか？忘れていませんか？

【お申し込み先】中小企業振興部　振興課まで　TEL0994-42-3135

　鹿屋市、㈱日本政策金融公庫鹿屋支店、かのや市商工会、鹿屋商工会議所で構成する鹿屋市創業応援ネッ
トワーク連絡会議では、「創業なんでも個別相談会」を開催しています。
　創業に関する融資、また、創業計画書の書き方、補助金・助成金のご相談まで、創業に関するあらゆる
相談が可能です。創業に関するお悩みご相談がある方は、是非、ご利用ください。
　ご相談には事前の申込みが必要となりますので、下記申込先までご連絡ください。
・日　　　時	 原則毎月第 1水曜日　10：00～ 12：00　／　13：00～ 16：00
［開催予定日］	 第 3 回：令和 6年 6月 5日（水）　／　第 4回：令和 6年 7月 3日（水）
	 第 5回：令和 6年 8月 7日（水）　／　第 6回：令和 6年 9月 4日（水）
	 ※日程は変更になる場合があります。
・場　　　所	 鹿屋商工会議所

創業なんでも相談会 開催
創業に関するお悩みはありませんか？
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№ 事 業 所 名 代表者名 所　在　地 事業内容
1 （株）ヴェルテックライン 田中　秀和 鹿屋市寿 医療福祉事業
2 社会福祉法人 隣の会 齋藤　鈴子 鹿屋市笠之原町 訪問介護・看護
3 （株）Ｅ－ＬＩＮＫ 宮脇　智也 鹿屋市西祓川町 ネット販売
4 松永工業 松永　智博 鹿屋市川西町 建設業
5 （株）吉祥 松元　佑記 鹿屋市野里町 保育園
6 Muze　Plants（株） 諏訪原 憂樹 鹿屋市今坂町 園芸卸売
7 カワハラダコーポレーション（株） 川原田 政教 鹿屋市下高隈町 飲食業
8 Ideal　Life　Support 森　　洋成 鹿屋市海道町 電気・空調設備工事

【敬称略・順不同】

〔令和６年２月６日～令和６年３月 27 日〕入会分

～ご入会いただきありがとうございます～新入会員のご紹介新入会員のご紹介

健康保険料率
令和６年2月分まで

10.26% 10.13%

令和6年3月分から 令和6年2月分まで

1.82% 1.60%

令和6年3月分から
介護保険料率

皆様の健康づくりが、保険料率を下げる大きな力になります︕
健康保険料率は、地域の医療費に基づいて算出されます。
そのため、鹿児島の医療費の上昇を抑えることができれば、保険料率を下げるこ
とにつながりますので、下記3点の取組についてぜひご協力をお願いいたします。

①健診・保健指導

定期的に健診・保健指導
を受け、早期発見・治療
に努めていただくこと

②コラボヘルス

企業をあげて健康づくりに
取り組んでいただくこと
（健康企業宣言）

③ジェネリック医薬品

ジェネリック医薬品の使用
をはじめ、上手な医療のか
かり方を実践いただくこと

令和6年3月分（4月納付分）から
協会けんぽ鹿児島支部 保険料率の変更について

【お問い合わせ先】協会けんぽ鹿児島支部　企画総務グループ　☎ 099-219-1734（自動音声案内④番）
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女性会通信女性会通信
3 月 18 日（月）に当所女性会の研修会を開催いたしました。
今回は書道家の井之上洋子氏を講師に招き実用書研修会を実施。のし袋のマナー（選び方・書き方）等
について学びました。日常生活でもなじみ深いものですが、改めて勉強になる内容に参加者一同熱心に聞
き入り、積極的に質問する様子も見られました。
研修の後半は、実践形式で個別指導も行われ、参加者は各々のペースで取り組んでいました。
参加者からは「必要なマナーだが、なかなか人に聞ける機会もないので、大変勉強になりました。」との
声が聞かれました。

実用書研修会

▲指導の様子▲講話を聴く会員

商店街通信

　３月 30 日（土）に、鹿屋市西原２丁目の鹿屋運動公園敷地内において、鹿屋西部商工同友会主催
による「春花火」が行われました。
　イベント当日は、昼 12 時より、屋台やキッチンカーなどの飲食ブースも開設された他、雑貨・ペー
パークラフト・アクセサリーなどのマルシェの出店、また、ステージイベントでは、小学生ダンスチー
ムによるダンスや音楽ライブなどの多彩なイベントが催され、春の暖かな一日を楽しんでいる様子で
した。
　また、夜には約 450 発の打ち上げ花火が夜空を彩り、春のイベントのフィナーレに華を添えました。

▲ステージイベントの様子 ▲マルシェの様子

鹿屋西部商工同友会「春花火」が開催されました
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青年部だより

　令和6年 4月22日（月）にホテルさつき苑にて「令和6年度鹿屋商工会議所青年部通常総会」
が開催されました。総会では、「令和5年度事業報告並びに収支決算の報告」、「令和6年度事業
計画（案）並びに収支予算（案）」等について承認されました。
　その後、新役員の紹介があり、新屋会頭より委嘱状の交付が行われました。なお、令和６年度
新役員は、下記のとおりとなっております。

令和６年度　鹿屋商工会議所青年部通常総会開催される！

▲田平弦大新会長あいさつ ▲新屋会頭より新役員へ委嘱状の交付

会 長 田　平　弦　大 ㈲ビジネスホテルしらさぎ
副 会 長 東　　　将　彦 要商事㈲
副 会 長 濱　田　　　徹 弁護士法人 おおすみ法律事務所
副 会 長 山　下　　　剛 JAM・佳瑠亜
副 会 長 山　下　裕　亮 ㈱ファーストオフィス
副 会 長 和　田　　　彰 三和物産㈱
専 務 理 事 下小野田　隆平 国基建設㈱
監 事 飯　田　光　昭 ㈱ Vespa
監 事 金　川　義　和 ㈲鹿屋ヂーゼル機器
直 前 会 長 中　釜　拓　也 ㈲アキラ巧芸
理 事 諏訪原　憂　樹 Muze Plants ㈱
理 事 久　保　龍之介 ㈱綜合印刷
理 事 牧　迫　宙　太 マジック暴威
理 事 岡　本　雄　喜 ㈱オキス
理 事 小　田　健　一 ONE'S
事 務 局 長 尾　曲　真　治 アネット㈲
相 談 役 森　　　洋　成 ㈱森電気

□令和６年度鹿屋YEG役員名簿
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「�イタリアの田舎と日本の
田舎は何が違うのか？」

　紀伊半島南部の山の中に世界遺産「紀伊山地の
霊場と参詣道」、いわゆる熊野古道があります。そ
の傍らの廃校になった小学校跡地を利用し、グロー
バル人材育成を目指す小中一貫校「うつほの杜学
園（仮称）」を創立しようという動きがあります。
クラウドファンディングなどによる資金集めや体制
づくりなどの準備が進み、2025 年４月に開校する
予定です。そのプロジェクトを主宰する仙石恭子
さんのお話を聞く機会がありました。
　仙石さんは和歌山市の出身で、東京の大学を卒
業後、イタリアに住み、仕事でイタリアのさまざま
な地方に足を運んでいました。そこで感じたのが
「海あり山あり。美しく、豊かな農水産物がある。
和歌山の田舎とイタリアの田舎はとてもよく似てい
る」ことでした。一方で、大きな違いもありました。
イタリアでは小さな田舎町にも世界中からその地
域の食や景観を求めて観光客が来るのに、なぜ和
歌山の田舎は寂れる一方なのか。
　イタリアでは、都市部で働いていても週末には
地元へ帰って知人や家族と過ごす人が多く、その
行動のベースになっているのが自分の生まれ故郷
に対する強烈な誇りと愛情なのだそうです。よそか
ら来た人に対しても、自分の村や町が世界一だと
誇りを持って自慢します。地域の文化や暮らしに誇
りを持ち、それを世界に対して伝えられる人材が
たくさんいる。そのことが地域の活気の差を生む原
因ではないかと仙石さんは考えました。
　子育て期に入ったことを機に生まれ故郷の和歌
山に帰ったものの、国際的な視野で人材を育てる
学校が地元にはないと知り、それならば自分でつ
くろうと思ったのがこのプロジェクトの始まりでし
た。県内の自治体に学校づくりの構想を伝えてもな
かなか相手にされず、受け入れてくれたのが熊野
古道を擁する田辺市だったのです。

　仙石さんの話を聞いて、イタリアの田舎にあって
日本の田舎にないものは、人材のほかにまだあるの
ではないかと私は感じました。それは、地域の価
値や魅力を広い世界の人たちに伝わるように表現
するデザインの力です。例えば、日本酒とワインの
ラベルのデザインを比べてみれば分かると思いま
す。最近でこそ日本酒のラベルデザインも多様化
してきましたが、筆文字の漢字で酒蔵の名前や銘
柄、あるいは大吟醸や山廃といったつくり方を大き
く表記したものが多く、それだけでは漢字が読める
人以外の消費者に魅力や違いが伝わらないでしょ
う。日本酒は製造工程もワインよりはるかに複雑で、
もっと付加価値を世界中にアピールするべきだと
思います。
　デザイン力を上げるには、まず「何を伝えるか」
（提供する価値）の中身がきちんと整理されていな
いといけません。さらにそれを「誰に伝えるか」「ど
のように伝えるか」によって、形やテキスト、色合
いなどを最適化します。
　地域が誇る伝統のものづくりがこの先世界で勝
負していくためには、デザインに対する考え方も大
きく変える必要があると思います。

日経ＢＰ総合研究所 上席研究員
渡辺　和博

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経ＢＰ総合研究所 上席研究員。
1986年筑波大学大学院理工学研究科
修士課程修了。同年日本経済新聞社入
社。ＩＴ分野、経営分野、コンシュー
マ分野の専門誌編集部を経て現職。全
国の自治体・商工会議所などで地域
活性化や名産品開発のコンサルティン
グ、講演を実施。消費者起点をテーマ
にヒット商品育成を支援している。著
書に『地方発ヒットを生む　逆算発想
のものづくり』（日経ＢＰ社）。
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0995-56-8161
㈱隼人環境総合
鹿児島県霧島市隼人町真孝 2460-7
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